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ジュエリー産業の活性化のために必要な取り組みについて

山梨のジュエリー産業、日本全国のジュエリー産業、世界のジュエリー産業の
現状をしっかり把握することが必要。その上で、世界でどんなジュエリーが求
められているのか。まず、ジュエリーを購入する意欲のある層の方に向けしっ
かり山梨のジュエリーの良さを発信していく。その後徐々に、普段ジュエリー
をあまり購入しない層、私たちのような若者へとPRするターゲットを広げて
いき、どの世代の人にも「甲府のジュエリーいいよね」と言ってもらえるよに
なることが重要になる。
　その世代ごとに、その人たちに合った広告を作ることが必要なのではない
かと考える。しかし、それぞれ作るのには費用も労力もその分必要になる。
一つでどの世代にも響く広告を作れるかが大きな鍵になってくると考える。
　



　ジュエリー産業の活性化についての考察

　2017年の6月から山梨のジュエリーをタイにPRするプロジェクトのお手伝いをさ
せていただきました。その中でジュエリー職人の方やデザイナー、宝飾専門学校、
kufuの取材をし、それについての記事を書かせていただきました。その記事は日本
の魅力を紹介するタイのウェブサイト(FUN!JAPAN)に掲載させていただきました。
その後、9月にバンコクにて開催されたジュエリーフェアにボランティアとして参加
しました。すでにタイの大学での授業が始まっていたので、都合上1日のみの参加に
なってしまったんですが、ビラ配りなどをしました。かなりの方が立ち止まってお
話を聞いていいただき、多くのタイ人に山梨ジュエリーに関心を持ってもらえたと
思います。しかし一方で、中間報告書でもお話ししましたが、やはり富裕層の方々
が多く、若い世代の方に注目してもらえたかというと少し残念な結果になってしま
いました。ジュエリーは好きだけど高いから買えない。若い世代の多くの子が持つ
ジュエリーのイメージはタイでも日本でも一緒で、なかなかそれを変えられないの
が問題点でした。
　では一体どうしたら身近に感じることができるのだろう、どうしたら幅広い世代
に手にとってもらえるのだろう。
　そこで考えたのは、まずはしっかりと山梨はジュエリーの街だというのを山梨に
住む人々に知ってもらうこと、山梨だからこそできるジュエリーの良さを日本、タ
イをはじめとした世界各国にさらにPRしていくことです。山梨はジュエリーの街と
いうのを実感している若い人がかなり少ないと私は取材をしていて感じました。興
味がないというのは一概には言えませんが、ジュエリーを身近に感じていないのは
事実です。私も以前はその1人でした。取材を進めていくうちに、山梨の機能性・デ
ザイン性に優れたジュエリーに惹かれて行きました。私は取材を通して身近に感じ
ることができましたが、やはりもっと私と同世代の方達に身近に感じてもらいたい
です。そしてこんなにも素晴らしいものがここ山梨にはあるんだということを他県
に、世界に自慢して欲しいと思っています。甲府にはジュエリーミュージアムや、宝
飾技術専門学校の他にも町中に職人さんやデザイナーさんがいます。その距離感の
近さを生かしたジュエリーを知るツアーを大学の講義形式で行ったりなどして、関
心を深めてもらい、大学生による街づくりや活性化のヒントに役立てられたらと思っ
ています。そこからさらに多くの世代の方々に広がっていくのが目標です。また、
宝飾技術専門学校の方や地元の大学生と共同で限定のジュエリーの製作や、ジュエ
リー展を開催をするなど、もっとジュエリーに若者が携わるイベントや行事を増や
していくことが大きなポイントになってくるのではないかと考えます。2ページ目の
写真は実際にサイトに掲載された記事と、バンコクでのイベントの様子です。
　

　



　また、留学中に行ったインターンではバンコクのジュエリーミュージアムの広告
のデザインをさせていただきましたが、そこのミュージアムはタイのジュエリーの
歴史と同時期の世界のジュエリーの歴史を並行して展示したり、タイで信じられて
いる九つの幸福をもたらすと言われる宝石の紹介や、大きなスクリーンを使った映
像と音声による紹介動画を見たりすることができました。その取材を元にして、広
告を作らせていただきました。フリーペーパーの読者ターゲットが在タイ日本人な
ので、あまり若い人向けのデザインではなく社会人の方向けだったのですが、紙面
からでも伝わるジュエリーの華やかさや、スマートさを伝えられたかなと思います。
ジュエリーを紙面で伝える難しさ、どの宝石をメインで扱うのが良いのか、ターゲッ
トは誰で、どんな人に買いに来てほしいか。ペルソナを自分なりに考え制作しまし



た。下の写真が実際に掲載した広告です。

　これまで、”若い人にどうやったら甲府のジュエリーの素晴らしさを知ってもらえ
るか”について考えて来ました。若い人に理解を広めることはこれからのジュエリー
産業を支えていく上では非常に重要になってくると考えます。一方で現代の社会の
状況やジュエリー業界の立ち位置をもう一度しっかり見直していくことも必要だと
気付きました。ただ、若い人にPRしたいという思いだけでは、うまく伝えられない
ことばかりでなかなか前には進みません。インターンで広告を作った時に、まずは
ジュエリーにある程度関心や知識をもち、購入する意欲が少なからずある人に向け
てしっかり山梨のジュエリーを知ってもらうこと、そこからどんどんターゲットを
広げていくことが最大のPRになると考えます。
　
　何かをPRするのは簡単なことではなく、どんなに素敵な広告を作っても注目して
もらわなければ効果を発揮することはありません。今回、PRする難しさを身をもっ
て経験しました。良さを伝えるだけでは人々が必ずしもジュエリーに興味を持って
くれるとは限りません。ずっと甲府ジュエリーのファンでいてくれるように、心に
響くように、ジュエリーそのものだけでなく、私たちもPRしていく必要があると感
じました。
　甲府のジュエリーはとても素敵です。世界に通じる技術で作られた繊細で華やか
な唯一無二のジュエリーをこれからの時代にもずっと残していけるように、私たち
若い世代が何かできたら良いなと思います。


